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　このたび，ご縁があって本誌の編集委員に加えていただくこととなった．研修医時
代，病院の図書スペースには常に本誌があり，診断に迷うたびに頁をめくっては，エ
キスパートたちの洗練された知見を仰いできた．それから随分時が経ったが，今度は
この「内科」の編集する側になり，諸先生方にきちんとした言葉を伝えないといけな
い，と背筋の伸びる思いである．
　私は循環器内科医として弁膜症，心不全診療に携わる傍ら，AI（人工知能）を用いた
診断支援やデジタルヘルスの研究を専門としている．医療 AIの本質は，膨大なデー
タのなかに潜む「法則」を抽出し，属人的な経験を誰もが共有可能な「知」へと変換す
ることにある．一見，無機質な計算の世界に思えるが，その根底にあるのは，専門性
の壁を低くし，領域を越えた最適な医療を社会に届けたいという願いだ．
　本号の特集は「UIPの壁を越えろ！」である．循環器医にとって，間質性肺炎は心
不全との鑑別において常に意識すべき，文字通り「高く険しい壁」だ．AIが画像から
瞬時に診断の確率を提示できる時代になりつつあるが，それでもなお，最後に「壁」を
越える一助となるのは，専門医同士の密な対話や，数値化できない患者の文脈を読み
解く力にほかならない．かつての編集手帳で，コロナ禍での「たわいもない話」の重要
性が語られていたが，技術が進歩するほど，情報の隙間を埋める人間の感性が問われ
ていると感じる．
　インターネットと AIが発展した今，情報は「とりに行くもの」となっているが，自
発的な行動だけでは偏った知しか得られない．興味をそそられる他分野の情報をそっ
と机に運んでくれ，頁をめくれば常に新しい発見がある「内科」の原点は変わらない．
これからの任期の間，本誌を通じて多方面の最新知見を勉強させていただけること
を，一人の医師として，心から楽しみにしている．
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